
マ
ナ
ッ
ク

　
マ
ナ
ッ
ク
は
海
水
の
苦
汁

に

が
り

に
含
ま
れ
る
「
ブ
ロ
ム

臭
素

」
を
中
心
と
し
た
ハ
ロ

ゲ
ン
化
技
術
を
コ
ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
と
し
て
、

電
子
・
情
報

・
医
療
と
い

っ
た
先
端
技
術
産
業
に
高
度
な
機

能
性
化
学
品
を
提
供
す
る
「
ス
ペ

シ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ケ
ミ
カ
ル
」
を
展

開
し
て
い
る
。

　
広
島
大
学
大
学
院
医
歯
薬
保
健

学
研
究
院
の
二
川
浩
樹
教
授
と
マ

ナ
ッ
ク
で
共
同
開
発
し
た
固
定
化

抗
菌
剤
で
あ
る
「
Ｅ
ｔ
ａ
ｋ

イ

ー

タ

ッ

ク

」
は
、

衣
類
を
は
じ

め
車
両
等
の
抗
菌
処
理
に
も
採
用

実
績
が
あ
り
、
今
後
と
も
幅
広
い

分
野
へ
提
供
し
て
い
く
。

ク
ラ
ボ
ウ

　
ク
ラ
ボ
ウ
の
抗
ウ
イ
ル
ス
機
能

繊
維
加
工
技
術
「
ク
レ
ン
ゼ
」

は
、
日
常
生
活
で
の
感
染
リ
ス
ク

軽
減
に
役
立
つ
画
期
的
な
技
術
。

広
島
大
学
の
二
川
浩
樹
教
授
ら
が

開
発
し
た
固

定
化
抗
菌
成

分
「
Ｅ
ｔ
ａ

ｋ

イ
ー
タ
ッ
ク

」
の
働
き
で

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
を

％
不
活
化
。
口
腔
用
消
毒
薬
が
ベ

ー
ス
の
た
め
極
め
て
安
全
で
、
大

腸
菌
や
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
、
黒
カ

ビ
、
部
屋
干
し
時
に
衣
類
か
ら
出

る
悪
臭
源
と
さ
れ
る
モ
ラ
ク
セ
ラ

ま
で
幅
広
く
機
能
を
発
揮
す
る
。

　
ク
ラ
ボ
ウ
は
独
自
技
術
で
Ｅ
ｔ

ａ
ｋ
を
繊
維
表
面
に
固
定
化
。
素

材
本
来
の
風

合
い
を
損
ね

ず
、
高
い
耐

洗
濯
性
を
実
現
し
た
。
繊
維
の
種

類
も
問
わ
ず
、
日
用
品
、
医
療
分

野
を
は
じ
め
幅
広
い
用
途
展
開
が

期
待
で
き
る
。

日
本
バ
イ
リ
ー
ン

　
日
本
バ
イ
リ
ー
ン
は
空
調
フ
ィ

ル
タ
ー
や
産
業
用
防
じ
ん
マ
ス
ク

で
培
っ
た
技
術
で
開
発
し
た
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
対
策
用
の
高
機

能
マ
ス
ク
の

普
及
拡
大
を

図
る
。

　
特
殊
帯
電
フ
ィ
ル
タ
ー
で
菌
を

捕
集
し
、
第
２
層
に
施
し
た
銀
加

工
で
菌
の
繁
殖
を
抑
え
る
仕
組
み

の
「
フ
ル
シ
ャ
ッ
ト
Ａ
Ｇ

」
。

加
え
て
、
感
染
対
策
と
し
て
高
性

能
な
Ｎ

規
格
に
適
合
し
た
「
Ｖ

―
１
０
０
３
Ｎ
」
を
、
関
連
会
社

で
あ
る
バ
イ
リ
ー
ン
ク
リ
エ
イ
ト

か
ら
販
売
。

東
京
工
場
で

フ
ィ
ル
タ
ー

か
ら
マ
ス
ク
ま
で
製
造
し
、
高
い

品
質
・
安
全
性
に
加
え
、
供
給
安

定
性
に
も
優
れ
た
強
み
を
生
か

す
。

　寒く乾燥した冬は、インフルエンザな
どウイルス・細菌による感染症が勢いづ
く季節。 ― 年シーズンについて
は、これまで新型・季節性、いずれのイ
ンフルエンザも大流行の兆しは見られな
い。ただ、油断は禁物。 年には豚由
来の弱毒性インフルエンザが猛威をふる

った。パンデミックとしては小規模だっ
たとはいえ、全国で約 人が亡くなっ
た。予防注射は重要。しかし、これだけ
で万全とは言いにくい。日常生活の中で
予防を習慣化することもセルフディフェ
ンスの面から大切だ。この冬、予防が手
軽にできる製品が注目を集めている。

備えは常に‐油断大敵
感
染
症
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策機

能
性
ヨ
ー
グ
ル
ト
が
大
人
気

無
理
な
く
続
く
予
防
大
事

この冬注目 有力企業の製品＆技術（順不同）

マ
ス
ク
の
性
能
向
上

乳酸菌で免疫力アップ

顔の形に合ったマスクが望ましい

予防には手首や指の間も忘れずに洗うことが大事

（ ） 【広告特集】 ２０１２年 平成２４年 １１月３０日 金曜日 　　

　
無
理
な
く
持
続
可
能
な
予

防
方
法
と
し
て
ベ
ー
シ
ッ
ク

な
の
は
手
洗
い
、
う
が
い
、

マ
ス
ク
の
着
用
。
中
で
も
、

つ
り
革
を
握
っ
た
り
、
あ
る

い
は
自
分
の
顔
に
頻
繁
に
触

れ
た
り
す
る
手
指
の
洗
浄

は
、
接
触
感
染
す
る
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
予
防
に
欠
か
せ

な
い
。
つ
い
指
先
だ
け
で
済

ま
せ
て
し
ま
い
が
ち
が
、
政

府
広
報
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
の
よ
う

に
、
せ
っ
け
ん
や
手
指
消
毒

用
ア
ル
コ
ー
ル
製
剤
な
ど
を

用
い
て
指
か
ら
手
首
ま
で
丁

寧
に
洗
う
の
が
正
し
い
や
り

方
。
丁
寧
な
手
洗
い
は
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
感
染
の
予
防
に
も

有
効
と
さ
れ
る
。
た
だ
、
あ

ま
り
頻
繁
だ
と
手
荒
れ
を
招

き
、
手
の
自
己
防
衛
力
を
削

ぎ
か
ね
な
い
の
が
難
し
い
と

こ
ろ
。
男
性
は
忘
れ
が
ち
だ

が
、
保
湿
ク
リ
ー
ム
な
ど
の

併
用
も
大
切
だ
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
は
通
常
、
鼻
や
喉
か
ら
侵

入
・
増
殖
す
る
。
喉
の
乾
燥

は
粘
膜
の
働
き
を
に
ぶ
ら

せ
、
抵
抗
力
を
下
げ
る
恐
れ

が
あ
る
。
う
が
い
は
感
染
を

助
長
す
る
ほ
こ
り
な
ど
の
洗

浄
に
効
果
的
で
、
喉
の
粘
液

分
泌
を
助
け
る
と
も
言
わ
れ

る
。
ま
た
、
マ
ス
ク
は
本
人

だ
け
で
な
く
周
囲
へ
の
感
染

予
防
に
も
役
立
つ
。
最
近
は

種
類
も
豊
富
に
な
っ
て
お

り
、
ベ
テ
ラ
ン
医
師
に
よ
る

と
、
「
昔
の
薄
い
ガ
ー
ゼ
の

マ
ス
ク
に
比
べ
る
と
今
の
は

性
能
が
良
く
な
っ
て
い
る
の

で
活
用
す
べ
き
」
と
い
う
。

と
は
い
え
、
顔
の
形
に
合
っ

て
鼻
や
口
の
周
囲
に
す
き
間

の
出
な
い
の
が
望
ま
し
く
、

使
い
捨
て
タ
イ
プ
の
練
り
返

し
利
用
も
厳
禁
だ
。

　
近
年
の
抗
菌
ブ
ー
ム
も
後

押
し
と
な
り
、
抗
ウ
イ
ル
ス

を
う
た
う
薬
剤
も
相
次
い
で

登
場
。
こ
れ
ら
を
繊
維
製
品

な
ど
日
用
品
や
自
動
車
内
装

に
応
用
し
た
製
品
も
増
え
て

い
る
。
衣
類
は
安
全
性
と
繰

り
返
し
の
洗
濯
に
耐
え
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
長
期

間
の
効
果
持
続
を
う
た
う
製

品
も
出
て
お
り
、
抵
抗
力
の

劣
る
乳
幼
児
の
た
め
の
ベ
ビ

ー
用
品
や
高
齢
者
施
設
の
家

具
類
へ
の
応
用
が
す
す
め
ら

れ
て
い
る
。

　
一
方
、
マ
ス
ク
や
う
が
い

な
ど
で
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
を

防
ぐ
だ
け
で
な
く
、
体
内
に

侵
入
し
た
際
の
対
策
も
打
つ

必
要
が
あ
る
。
口
の
中
の
健

康
に
着
目
し
た
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
防

ぐ
手
だ
て
と
し
て
、
自
己
の

免
疫
力
を
高
め
る
こ
と
は
重

要
だ
。
免
疫
力
と
い
っ
て

も
、
体
力
ア
ッ
プ
な
ど
の
方

法
は
急
に
は
難
し
い
。
食
事

な
ど
、
毎
日
行
う
こ
と
を
通

じ
て
の
方
法
が
無
理
な
く
続

け
や
す
い
。
　

　
そ
こ
で
、
有
効

な
対
策
と
し
て
期

待
さ
れ
る
の
が
明

治
の
１
０
７
３
Ｒ

―
１
乳
酸
菌
を
使

用
し
た
ヨ
ー
グ
ル

ト
「
明
治
ヨ
ー
グ

ル
ト
Ｒ
―
１
」
。

発
売
以
来
話
題
を

呼
び
、
機
能
性
ヨ

ー
グ
ル
ト
と
い
う

カ
テ
ゴ
リ
ー
を
確

立
さ
せ
つ
つ
あ

る
。

　
１
０
７
３
Ｒ
―

１
乳
酸
菌
は
同
社

独
自
の
乳
酸
菌
で
、
ブ
ル
ガ

リ
ア
菌
の
１
種
だ
。
同
乳
酸

菌
は
、
乳
酸
菌
な
ど
の
微
生

物
が
菌
体
外
に
産
出
す
る
多

糖
体
「
Ｅ
Ｐ
Ｓ
」
を
多
く
産

出
す
る
。
Ｅ
Ｐ
Ｓ
は
免
疫
向

上
に
大
き
な
役
割
を
担
う
。

　
明
治
ヨ
ー
グ
ル
ト
Ｒ
―
１

は
、
免
疫
機
能
の
重
要
な
部

分
を
担
う
ナ
チ
ュ
ラ
ル
キ
ラ

ー

Ｎ
Ｋ

細
胞
を
活
性
化

す
る
効
果
が
実
証
さ
れ
て
い

る
。
Ｎ
Ｋ
細
胞
は
ウ
イ
ル
ス

感
染
し
た
細
胞
や
が
ん
細
胞

を
見
つ
け
て
攻
撃
・
破
壊
す

る
働
き
を
持
ち
、
Ｎ
Ｋ
細
胞

の
活
性
が
衰
え
る
と
感
染
症

に
か
か
り
や
す
く
な
る
。
ま

た
、
動
物
実
験
で
は
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

Ａ
型

Ｈ
１
Ｎ
１
亜
型

の
抑
制
効

果
が
確
認
さ
れ
た
。

　
２
０
１
０
年
に
は
山
形
県

舟
形
町
と
佐
賀
県
有
田
町
の

保
育
園
・
幼
稚
園
児
、
小
中

学
生
の
約
３
０
０
０
人
に
明

治
ヨ
ー
グ
ル
ト
Ｒ
―
１
を
継

続
的
に
提
供
し
、
健
康
状
態

を
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、

舟
形
町
で
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
感
染
症
は
ゼ
ロ
、
有
田
町

は
５
人
発
症
し
た
も
の
の
集

団
発
症
に
は
至
ら
ず
、
発
症

数
は
明
ら
か
に
低
か
っ
た
。

歳
以
上
を
対
象
に
し
た
調

査
で
も
、
風
邪
症
候
群
の

罹
患
リ
ス
ク
の

り
か
ん

低
減
効
果
が
確

認
さ
れ
て
い

る
。

　
乳
酸
菌
の
新

し
い
可
能
性
を

秘
め
る
機
能
性

ヨ
ー
グ
ル
ト
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
感
染
症
の
予

防
の
一
助
と
し

て
、
朝
食
に
ヨ

ー
グ
ル
ト
を
食

べ
る
習
慣
が
加

わ
り
そ
う
だ
。


